






Transverse Roughness Part↑Sliding DirectionLongitudinal Roughness PartΛ＝0.042ており，その潤滑環境における油膜厚さは非常に薄いこ
とから，粗さ方向による堀擦力差は実効的なΛ値の差異
によると考えられる。しかし，初期段階では堀擦力の周期変動は認められない。Λ値が 0.077 における潤滑状態が境界潤滑であり，そこでは堀擦が


